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は
じ
め
に

長
崎
に
は
「
明
清
楽
」
と
称
す
る
異
国
情
緒
豊
か
な
音
楽
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
明
楽
」
と
「
清
楽
」
の
総
称
で
あ
る
が
、

文
字
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
明
の
音
楽
お
よ
び
清
の
音
楽
を
指
す
。
し
か
し
今
日
長
崎
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
明
清
楽
は
、
実
質
上
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
清
楽
で
あ
る
。

清
楽
は
、
主
に
化
政
期
（
一
八
〇
四
～
一
八
二
九
）
か
ら
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
三
）
に
か
け
て
来
日
し
た
清
客
た
ち
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
た
音
楽
で
あ
り
、
そ
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
当
時
の
中
国
江
南
で
流
行
し
た
都
市
俗
曲
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
は
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甚
だ
通
俗
的
で
あ
り
、
華
音
の
歌
に
管
・
絃
・
打
楽
器
に
よ
る
演
奏
を
伴
う
。
日
本
で
は
そ
の
代
表
的
な
楽
器
で
あ
る
月
琴
が
頗
る
人
気

を
博
し
た
の
で
、
ま
た
「
月
琴
音
楽
」
と
も
称
す
る
。
月
琴
と
は
琵
琶
の
変
形
で
あ
る
阮
咸
か
ら
派
生
し
た
絃
楽
器
の
一
つ
で
あ
る
。
胴

が
満
月
の
よ
う
に
丸
く
扁
平
な
形
を
し
て
お
り
、
音
は
琴
に
似
て
い
る
。
清
楽
に
用
い
ら
れ
る
月
琴
は
、
短
棹
に
八
柱 じ

（
フ
レ
ッ
ト
）、
四

絃
（
二
絃
ず
つ
同
音
）
が
張
ら
れ
、
演
奏
の
際
は
撥
で
絃
を
弾
い
て
音
を
出
す
（
図

一
）。月
琴
の
清
ら
か
な
音
色
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
旋
律
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
清
楽
は
、

江
戸
後
期
に
長
崎
に
流
入
し
た
後
、
や
が
て
長
崎
だ
け
で
な
く
、
江
戸
・
大
坂
・

京
都
の
三
都
を
中
心
に
全
国
規
模
で
流
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
背
景
に
は
江

戸
時
代
の
折
か
ら
の
シ
ノ
ワ
ズ
リ
ー
が
大
き
く
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
清

朝
の
俗
楽
で
あ
る
こ
の
音
楽
を
江
戸
時
代
の
文
人
た
ち
は
如
何
に
受
け
と
め
て
い

た
か
、
ま
た
そ
の
こ
と
は
清
楽
の
流
行
形
成
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
、
な

ど
と
い
っ
た
問
題
は
大
変
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
、
江
戸
文
人
と

清
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
研
究
し
た
専
論
は
、
全
く
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
江
戸
文
人
と
清
楽
の
関
わ
り
に
焦
点
を
絞
り
、
右
記

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

五
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図一 宇喜多小十郎編『明清楽歌譜』（京都、明治十年、九州大
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一
、
大
島
秋
琴
の
『
近
世
名
家
詠
阮
詩
録
』

清
客
た
ち
に
よ
っ
て
長
崎
に
伝
え
ら
れ
た
清
楽
に
、
い
ち
早
く
接
す
る
機
会
を
得
た
の
は
、
唐
人
屋
敷
に
出
入
り
し
て
い
た
唐
通
事
と

丸
山
遊
女
で
あ
る
が
、
彼
ら
を
介
し
て
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
清
楽
の
伝
授
を
受
け
た
人
々
が
い
る
。
長
崎
遊
学
の
文
人
騒
客
で
あ
る
。

彼
ら
は
清
客
か
ら
中
国
の
詩
書
画
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
余
技
と
し
て
清
客
の
得
意
と
す
る
清
楽
を
も
教
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
彼
ら
は

長
崎
で
の
修
業
を
終
え
て
、
江
戸
や
京
坂
へ
進
出
、
あ
る
い
は
故
郷
に
戻
っ
て
活
躍
し
た
が
、
そ
の
際
に
長
崎
で
身
に
つ
け
た
清
楽
も
こ

れ
ら
の
土
地
に
伝
え
た
。
ま
た
彼
ら
は
各
地
の
有
力
な
文
人
・
儒
者
と
親
密
な
交
流
を
重
ね
て
い
た
の
で
、
彼
ら
が
長
崎
か
ら
も
た
ら
し

た
清
楽
は
、
当
時
の
最
先
端
の
中
国
文
化
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
人
・
儒
者
の
耳
に
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
少
な
か
ら
ぬ
反
響
を

及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
や
が
て
は
、
文
人
・
儒
者
の
中
か
ら
も
清
楽
を
嗜
む
者
が
現
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
後
に
形
成
さ
れ
た
清
楽
の
流
行

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

比
較
的
早
い
時
期
に
文
人
・
儒
者
の
間
で
清
楽
を
広
め
た
人
物
と
し
て
は
、
遠
山
荷
塘
、
亀
齢
軒
斗
遠
、
大
島
秋
琴
、
大
島
松
洲
な
ど

が
代
表
的
で
あ
る
が
、
就
中
、
遠
山
荷
塘
と
亀
齢
軒
斗
遠
は
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
と
京
坂
を
拠
点
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
長
崎
の
清
楽
を
三

都
に
も
た
ら
し
た
鼻
祖
と
も
言
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。
た
だ
両
人
に
つ
い
て
は
、
徳
田
武
氏
の
「
遠
山
荷
塘
と
広
瀬
淡
窓
・
亀
井
昭
陽
」

（
１
）
と
中
野
三
敏
氏
の
「
亀
齢
惑
溺
」
（
２
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
事
柄
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
重
複
を
避
け
る
。

な
お
大
島
松
洲
に
関
し
て
は
、
残
っ
て
い
る
記
録
が
乏
し
く
、
詳
し
い
事
跡
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
現
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）
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た
こ
と
だ
け
を
、
第
二
節
と
第
四
節
で
触
れ
る
こ
と
に
し
、
本
節
で
は
大
島
秋
琴
と
彼
の
『
観
生
居
月
琴
詞
譜
』
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

大
島
秋
琴
、
名
は
克
、
字
は
子
復
、
通
称
は
欽
一
郎
、
別
号
に
玩
古
堂
、
ま
た
不
如
睡
斎
。
詳
し
い
生
没
年
は
わ
か
ら
な
い
が
、
江
戸

後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
物
と
見
ら
れ
る
。
江
戸
で
生
ま
れ
四
方
を
遊
歴
し
、
伊
勢
の
津
に
長
ら
く
居
住
し
た
が
、
最

後
は
松
坂
に
移
り
そ
こ
で
没
し
た
。
月
琴
と
一
絃
琴
を
得
意
と
し
、
煎
茶
の
技
に
長
じ
た
。
ま
た
篆
刻
や
絵
画
を
善
く
し
、
特
に
書
画
の

鑑
定
に
秀
で
た
。

秋
琴
の
著
作
に
『
観
生
居
月
琴
詞
譜
』
二
巻
二
冊
が
現
存
す
る
（
３
）。
門
人
隅
田
圭
峰
（
名
は
立
）
の
校
訂
を
経
て
、
隅
田
陶
陶
（
名

は
隣
）
に
よ
っ
て
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
伊
勢
の
津
で
上
梓
さ
れ
た
こ
の
書
物
は
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
数
少
な
い
清
楽
譜
の
一

つ
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
極
め
て
高
い
。
収
録
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
巻

○
一
越
調
部

操
音

算
命
曲

含
艶
曲

九
連
環

鳳
陽
調

四
節
曲

久
聞

夏
門
流
水

脚
魚
売

補
矼

○
国
唱
古
譜
（
四
季
今
様
）

春
譜

夏
譜

秋
譜

冬
譜

九
蚫

�（
池
貸
成
作
）

五
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○
平
調
部

前
弾

月
花
集

夏
門
流
水

�州
曲

高
山
流
水

尼
姑
思
還

前
弾
流
水

哈
哈
調

○
唐
詩
五
七
絶
譜
（
清
傅
士
然
伝
）

清
平
調
三
排

燉
煌
楽

思
帰
楽

楓
橋
夜
泊

陽
関
曲

静
夜
思

平
蕃
曲

下
巻

○
平
調
部

清
朝
新
声
秘
曲
八
排

関
門
流
水

金
線
花
三
排
（
清
沈
萍
香
伝
）

銀

�糸
三
排
（
同
）

○
三
国
志

双

�翠
一
則

○
附
録

近
世
名
家
詠
阮
詩
録

こ
の
よ
う
に
、
『
観
生
居
月
琴
詞
譜
』
に
は
一
越
調
や
平
調
の
清
楽
曲
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
今
様
や
五
言
・
七
言
絶
句
の
唐
詩
を
月

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）
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琴
音
楽
に
仕
立
て
た
も
の
ま
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
下
巻
の
巻
末
に
は
月
琴
及
び
そ
の
音
楽
を
詠
じ
た
詞
華
集
『
近
世
名
家
詠
阮
詩
録
』

（
以
下
、『
詠
阮
詩
録
』
と
略
記
）
が
附
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

上
巻
巻
頭
は
、
頼
山
陽
、
斎
藤
拙
堂
、
土
井

�牙
、
奥
野
小
山
、
江
馬
天
江
な
ど
著
名
な
文
人
・
儒
者
、
及
び
文
雅
を
以
て
聞
こ
え
た

江
芸
閣
、
沈
萍
香
な
ど
来
舶
清
人
に
よ
る
題
辞
・
序
・
跋
・
賛
詩
、
田
能
村
直
入
（
竹
田
の
養
子
、
初
め
小
虎
と
号
す
）
に
よ
る
清
人
月
琴

弾
奏
図
、
詩
書
画
に
優
れ
名
医
と
し
て
も
聞
こ
え
た
清
客
沈
草
亭
に
よ
る
月
琴
図
に
、
秋
琴
の
自
序
を
冠
す
。
ま
た
下
巻
巻
頭
に
は
、
書

家
岩
谷
迂
道
の
代
筆
に
よ
る
野
田
笛
浦
の
序
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
圭
峰
の
跋
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
附
録
の
『
詠
阮

詩
録
』
に
は
、
秋
琴
と
圭
峰
を
含
む
計
三
十
八
名
の
文
人
・
儒
者
に
よ
る
五
十
首
の
詠
阮
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
作
者
名
を
作
品

の
収
録
順
に
列
挙
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

頼
山
陽

田
能
村
竹
田

亀
井
昭
陽

坂
井
虎
山

辛
島
塩
井

篠
崎
小
竹

斎
藤
拙
堂

斎
藤
誠
軒

広
瀬
淡
窓

広
瀬
旭
荘

梁
川
星
巌

中
島
棕
隠

僧
大
含

小
石

�園
武
富

�南

角
田
九
華

矢
上
快
雨

坂
井
梅
屋

僧
霞
山

河
浪
桂
堂

大
熊
半
医

奥
野
小
山

後
藤
善

西
田
津
城

竹
鼻
大
岳

蒔
田
雲
処

僧
道
雅

森
山
崑
陵

山
田
某

井
上
継
山

須
山
素
朴

無
名
氏

丸
山
精
邨

奥
山
金
陵

村
井
漠
所

五
四
〇
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大
塚
得
一

大
島
秋
琴

隅
田
圭
峰

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
実
に
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
所
掲
の
附
録
を
参
照
さ

れ
た
い
が
、
『
詠
阮
詩
録
』
所
収
の
多
く
の
詩
に
は
、
そ
れ
が
秋
琴
の
た
め
に
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
旧
作
を
再
録
し
て
秋

琴
に
贈
る
と
の
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
秋
琴
が
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
人
物
と
何
ら
か
の
接
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ

の
交
友
の
広
さ
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

頼
山
陽
、
田
能
村
竹
田
、
中
島
棕
隠
、
梁
川
星
巌
の
詠
阮
詩
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
他
の

人
物
に
よ
る
詠
阮
詩
を
数
首
掲
げ
よ
う
。
ま
ず
、
安
芸
広
島
藩
の
江
戸
藩
邸
講
学
所
の
教
授
を
勤
め
て
い
た
漢
学
者
、
坂
井
虎
山
が
秋
琴

に
贈
っ
た
次
の
詩
か
ら
見
よ
う
。

琴
生
月
琴
名
字
伝

琴
生
月
琴
名
字
伝
は
り

琴
横
在
膝
月
在
天

琴
横
た
は
り
て
膝
に
在
り
月
は
天
に
在
り

天
元
不
語
月
亦
唖

天
は
元 も
とよ
り
語
ら
ず
月
も
亦
た
唖
に
し
て

琴
兮
能
象
月
団
円

琴
や
能
く
月
の
団
円
に
象 か
た
どる

琴
生
本
是
塵
表
客

琴
生
本 も
と是
れ
塵
表
の
客

対
月
弾
琴
月
臨
席

月
に
対 む
かひ
て
琴
を
弾
ず
れ
ば
月
は
席
に
臨
む

此
時
人
定
四
無
声

此
の
時
人
定
ま
り
て
四
よ

も
に
声
無
し

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
四
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只
聞
遥
籟
流
空
碧

只
だ
聞
く
遥
籟

ね
い
ろ

の
空
碧
に
流
る
る
を

玉
篁 マ
マ聴
此
恨
何
窮

玉
皇
此
れ
を
聴
か
ば
恨
み
何 い
づく
に
か
窮 き
はま
ら
ん

故
使
嫦
娥
待
曲
終

故
に
嫦
娥
を
し
て
曲
の
終
は
る
を
待
ち
て

促
向
人
間
奪
其
魄

人
間

じ
ん
か
んに
促 う
な
がし
て
其
の
魄
を
奪
は
し
め

舒
弾
天
上
広
寒
宮

舒
お
も
む
ろに
天
上
の
広
寒
宮
に
弾
ぜ
し
む

（「
題
月
琴
為
大
島
子
復
」）

「
塵
表
客
」
は
世
俗
の
外
に
い
る
人
。「
遥
籟
」
は
遠
く
に
響
く
音
、
こ
こ
で
は
夜
空
に
響
く
月
琴
の
音
を
指
す
。「
玉
篁 マ
マ」
は
「
玉
皇
」

の
誤
り
で
あ
る
が
、
道
教
に
お
け
る
天
の
最
高
神
で
あ
る
玉
皇
大
帝
の
こ
と
。
「
嫦
娥
」
は
中
国
の
古
代
神
話
に
出
て
来
る
、
仙
薬
を
盗

ん
で
月
に
逃
げ
た
と
さ
れ
る
仙
女
。「
広
寒
宮
」
は
月
宮
で
あ
る
。

静
ま
り
か
え
っ
た
夜
、
月
下
で
奏
で
る
秋
琴
の
月
琴
の
清
越
な
音
の
み
が
遠
い
夜
空
に
響
き
、
そ
の
綿
々
た
る
音
に
心
を
惹
か
れ
た
天

上
の
玉
皇
大
帝
が
、
嫦
娥
を
人
間
世
界
に
遣
わ
し
て
秋
琴
の
魂
を
盗
ま
せ
、
代
り
に
月
宮
で
月
琴
を
弾
か
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、

秋
琴
を
世
俗
の
外
に
い
る
人
と
称
し
て
、
そ
の
超
俗
の
気
品
を
称
え
、
遥
か
な
る
夜
空
に
流
れ
る
月
琴
の
音
色
が
、
天
上
の
玉
皇
大
帝
の

心
を
動
か
す
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
詠
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
は
、
秋
琴
の
月
琴
の
技
が
も
は
や
地
上
の
音
楽
で
は
な
く
、

嫦
娥
が
月
宮
で
奏
で
る
仙
楽
の
よ
う
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

次
に
、
伊
勢
の
津
藩
校
有
造
館
の
学
職
や
郡
奉
行
な
ど
を
経
て
、
藩
校
督
学
と
な
っ
た
儒
者
、
斎
藤
拙
堂
の
詩
を
見
よ
う
。

五
四
二

（8）



�来
山
水
境

山
水
の
境
を

�

ゆ

き
来
た
り

偶
坐
撫
孤
琴

偶
坐
し
て
孤
琴
を
撫
す

一
弾
山
更
秀

一
た
び
弾
ず
れ
ば
山
更
に
秀 ひ
いで

再
弾
水
更
深

再
び
弾
ず
れ
ば
水
更
に
深
し

山
水
長
如
此

山
水
長

と
こ
し
へに
此
く
の
如
し

峨
洋
自
有
音

峨
洋
自

お
の
づ
から
音
有
り

古
人
不
可
見

古
人
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も

猶
見
古
人
心

猶
ほ
古
人
の
心
を
見
る

（「
渓
山
琴
興
賦
以
似
大
島
子
復
」）

先
ほ
ど
紹
介
し
た
虎
山
の
詩
が
、
静
か
な
夜
に
月
下
で
奏
で
る
月
琴
音
楽
を
詠
っ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
拙
堂
の
こ
の
詩
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
た
日
中
に
山
水
の
美
し
い
野
外
で
月
琴
音
楽
に
興
じ
る
様
子
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
（
図
二
）。
詩
中
の
「
孤
琴
」
は
「
月
琴
」

と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
詩
が
『
詠
阮
詩
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
大
島
秋
琴
に
贈
ら
れ
た
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
月
琴
を
指
す
の
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。

「
峨
洋
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
高
山
流
水
」
、
伯
牙
と
鐘
子
期
の
「
知
音
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
（
４
）。
ま
た
月
琴
音
楽
に
も

「
高
山
流
水
」
の
曲
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
拙
堂
は
「
古
人
不
可
見
、
猶
見
古
人
心
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
古
人
不
可
見
」
は
、

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
四
三

（9）
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杜
甫
の
「
八
哀
詩
贈
秘
書
監
江
夏
李
公

�」
に
見
え
る
詩
句
で
あ
り
、
明
の
思
想
家
で
あ
る
陳
白
沙
の
「
春
日
酔
中
言
懐
」
其
二
と
周
囲

の
「
思
古
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
古
人
不
可
見
、
空
見
古
人
心
」
「
古
人
不
可
見
、
要
見
古
人
心
」
と
あ
る
。
拙
堂
は
唐
宋
の
詩
だ
け
で

な
く
、
明
人
の
詩
を
も
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

続
け
て
、
浦
上
春
琴
に
画
を
学
び
、
頼
山
陽
に
詩
を
教
わ
り
、
蓮
を
描
く
の
を
最
も
能
く
し
、
土
佐
の
北
原
泰
里
の
梅
、
楠
瀬
大
枝
の

桜
と
共
に
三
妙
と
称
せ
ら
れ
た
学
僧
、
霞
山
の
詩
を
見
よ
う
。

山
霽
黄
梅
雨

山
は
霽 は

る
黄
梅
の
雨

楼
溟
緑
樹
陰

楼
は
溟 く
らし

緑
樹
の
陰

佳
招
慚
薮
玉

佳
招
に
薮
玉
慚
は

じ

離
席
泣
蘭
金

離
席
に
蘭
金
泣
く

秦
篆
舞
刀
法

秦
篆
刀
法
を
舞
は
し

清
音
鼓
月
琴

清
音
月
琴
を
鼓
す

一
人
巧
多
技

一
人
巧
み
に
し
て
多
技

四
海
各
知
音

四
海
各
お
の
知
音

情
話
無
新
旧

情
話
新
旧
無
く

世
途
有
古
今

世
途
古
今
有
り

五
四
四

（10）



湖
城
成
暫
別

湖
城
に
暫
し
の
別
れ
を
成
し

輦
下
約
重
尋

輦
下
に
重
ね
て
尋
ぬ
る
を
約
す

（「
秋
琴
大
島
君
将
遊
浪
華
、
端
後
二
日
、
開
留
別
筵
于
玉
泉
楼
。
友
人
咸
集
、
余
亦
与
焉
賦
此
為
餞
」）

こ
の
詩
に
は
「
秋
琴
大
島
君
、
将
に
浪
華
に
遊
ば
ん
と
す
。
端
後
二
日
、
留
別
の
筵
を
玉
泉
楼
に
開
く
。
友
人
咸 み

な
集
ひ
、
余
も
亦
た

焉 こ
れに
与 く
みし
此
れ
を
賦
し
て
餞 は
な
む
けと
為
す
」
と
の
長
い
題
が
つ
い
て
お
り
、
大
坂
へ
発
つ
秋
琴
の
た
め
に
催
さ
れ
た
送
別
の
宴
に
て
詠
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
端
後
二
日
」
は
旧
暦
の
五
月
七
日
。
「
玉
泉
楼
」
は
未
詳
。

「
佳
招
」
は
良
き
招
き
。「
薮
玉
」
は
「
叢
玉
」、
つ
ま
り
風
鈴
。
風
鈴
は
、
唐
の
岐
王
が
東
西
南
北
に
玉
片
を
吊
し
中
央
に
石
を
吊
し

た
も
の
を
竹
林
に
下
げ
、
風
に
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
発
す
る
音
に
よ
っ
て
物
事
の
吉
凶
を
占
っ
た
の
が
そ
の
由
来
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
最
初
は
「
占
風
鐸
」
ま
た
は
「
風
鐸
」
、
「
叢
玉
」
「
薮
玉
」
な
ど
と
称
さ
れ
た
。
な
お
風
鈴
は
、
遣
唐
使
に
よ
っ
て
仏
教
と
共

に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
当
初
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、厄
除
け
と
し
て
主
に
寺
の
四
隅
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、霞
山
は
こ
こ
で

「
薮
玉
」
の
語
を
用
い
て
僧
侶
の
身
で
あ
る
自
分
を
指
す
。
「
離
席
」
は
送
別
の
宴
。
「
蘭
金
」
は
、
も
と
も
と
浮
忻
国
の
温
泉
か
ら
出
る

泥
状
の
金
を
指
す
が
、
こ
れ
を
百
回
鋳
れ
ば
色
が
白
く
変
じ
、
銀
の
如
く
光
る
こ
と
か
ら
銀
燭
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
「
離
席
に
蘭
金
泣

く
」
と
は
、
李
商
隠
「
無
題
詩
」
の
「
蝋
炬
成
灰
涙
始
乾
」
（
蝋
炬

灰
と
成
り

涙
始
め
て
乾
く
）
と
軌
を
一
に
す
る
表
現
で
あ
る
。
「
秦

篆
」
は
小
篆
の
こ
と
、「
刀
法
」
は
篆
刻
の
技
法
。「
湖
城
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
近
江
の
こ
と
で
あ
る
。

秋
琴
の
篆
刻
と
月
琴
の
両
技
を
褒
め
称
え
、
秋
琴
と
の
別
れ
を
惜
し
む
霞
山
の
心
情
が
よ
く
伝
わ
る
一
首
で
あ
る
。

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
四
五
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と
こ
ろ
で
、
大
坂
に
移
っ
た
秋
琴
は
、
そ
こ
で
も
多
く
の
文
人
・
儒
者
と
交
り
を
結
ん
だ
。
次
の
詩
に
そ
の
一
端
が
窺
え
る
。

携
月
提
琴
随
水
波

月
を
携
へ
琴
を
提
げ
て
水
波
に
随
へ
ば

洋
洋
已
罷
又
峨
峨

洋
洋
已
に
罷 や

む
と
も
又
た
峨
峨
た
り

此
興
非
君
誰
得
識

此
の
興
君
に
非
ざ
れ
ば
誰
か
識
る
を
得
ん

舟
裏
互
和
今
様
歌

舟
裏
互
ひ
に
和
す
今
様
の
歌

（「
余
平
日
戯
弄
月
琴
、
小
竹
先
生
頗
好
聴
之
。
一
夕
相
従
泛
舟
澱
江
、
偶
不
携
琴
、
先
生
屡
罵
不
雅
、
遂
馳
僕
齎
来
弾
数
曲
、
因
有
此
作
」）

こ
れ
は
秋
琴
自
身
に
よ
る
詩
で
あ
る
が
、
ご
覧
の
通
り
、「
余
、
平
日
戯
れ
に
月
琴
を
弄
す
。
小
竹
先
生
、
頗
る
之
れ
を
聴
く
を
好
む
。

一
夕
相
ひ
従
ひ
て
舟
を
澱
江
に
泛
ぶ
。
偶 た
また
ま
琴
を
携
へ
ず
。
先
生
屡 し
ばし
ば
雅
な
ら
ず
と
罵
る
。
遂
に
僕
を
馳
せ
て
齎 も
た
らし
来
た
り
数
曲
を

弾
ず
。
因
り
て
此
の
作
有
り
」
と
の
長
い
題
が
附
さ
れ
て
い
る
。「
小
竹
先
生
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
篠
崎
小
竹
の
こ
と
。「
澱
江
」
は

淀
川
。

秋
琴
は
日
頃
よ
り
月
琴
を
嗜
み
、
小
竹
は
そ
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
を
甚
だ
好
ん
だ
。
そ
し
て
月
が
皓
々
と
照
る
夜
、
小
竹
は
秋
琴
を
淀

川
の
舟
遊
び
に
誘
っ
た
。
し
か
し
、
秋
琴
が
た
ま
た
ま
月
琴
を
携
え
て
来
て
い
な
い
の
を
見
て
小
竹
は
落
胆
し
、
何
度
も
「
雅
な
ら
ず
」

と
秋
琴
を
罵
っ
た
。
秋
琴
は
慌
て
て
下
僕
を
走
ら
せ
て
月
琴
を
取
っ
て
来
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
二
人
は
、
月
下
で
銀
色
に
輝
く
川
面
に
舟

を
浮
か
べ
、
揺
れ
る
波
に
身
を
任
せ
た
ま
ま
、
月
琴
音
楽
に
興
じ
た
。「
洋
洋
」「
峨
峨
」
の
語
は
、
前
述
の
斎
藤
拙
堂
の
詩
に
も
見
え
る

よ
う
に
、
月
琴
音
楽
の
「
高
山
流
水
」
の
曲
を
指
す
と
同
時
に
、
そ
の
次
の
「
此
興
非
君
誰
得
識
」
の
句
と
合
わ
せ
て
、
篠
崎
小
竹
こ
そ

五
四
六
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が
月
琴
音
楽
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
最
後
の
句
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
二
人
が
船
中
で
興
じ
た
の
は
、
月

琴
の
伴
奏
に
合
わ
せ
た
今
様
の
歌
で
あ
っ
た
。

紙
幅
の
関
係
上
、
『
詠
阮
詩
録
』
の
す
べ
て
の
作
品
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
島
秋
琴
の
よ
う
に
生
没
年
も
明
ら

か
で
な
い
人
物
が
、
こ
れ
ほ
ど
錚
々
た
る
文
人
・
儒
者
か
ら
序
文
や
詩
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
驚
き
を
以
て
受
け
と
め
ざ

る
を
得
な
い
。
大
島
秋
琴
と
『
観
生
居
月
琴
詞
譜
』
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
だ
が
、
『
詠
阮
詩
録
』
に
収
め

ら
れ
た
詩
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
月
琴
音
楽
つ
ま
り
清
楽
を
賞
揚
す
る
も
の
で
あ
り
、
秋
琴
が
こ
れ
ら
の
詩
を
集
め
て
自
分
の
月
琴
楽
譜

と
共
に
刊
行
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
著
名
人
た
ち
の
筆
を
借
り
て
清
楽
に
箔
を
つ
け
、
清
楽
の
普
及
を
図
ろ
う
と
す
る
目
論
み
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
文
人
・
儒
者
が
秋
琴
の
『
詠
阮
詩
録
』
に
詩
を
寄
せ
、
し
か
も
そ
の
内
容
が
い
ず

れ
も
清
楽
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
江
戸
後
期
の
文
人
た
ち
は
概
ね
清
楽
を
好
意
的
に
受
け
入
れ
、
し
か
も
そ
の

こ
と
は
後
の
清
楽
流
行
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

二
、
頼
山
陽
と
清
楽

頼
山
陽
が
清
楽
を
聞
い
た
記
録
が
初
め
て
文
献
に
現
れ
る
の
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
四
月
十
五
日
、

山
陽
は
京
都
の
南
洞
公
の
宴
に
招
か
れ
る
が
、
そ
の
席
上
で
長
崎
帰
り
の
大
島
松
洲
が
清
客
直
伝
の
月
琴
の
技
を
披
露
し
た
。
そ
の
際
、

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
四
七
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山
陽
は
南
洞
公
の
命
に
よ
っ
て
次
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

誰
捉
蟾
華
裁
玉
琴

誰
か
蟾
華
を
捉 と

り
て
玉
琴
に
裁
た
ん

団
円
影
裏
帯
清
音

団
円
影
裏
清
音
を
帯
ぶ

四
絃
如
語
知
何
恨

四
絃
語
る
が
如
き
も
知
ん
ぬ
何
の
恨
み
ぞ

碧
海
青
天
夜
夜
心

碧
海
青
天
夜
夜
の
心

（「
相
公
席
上
、
大
嶋
生
弾
月
琴
、
公
命
詠
之
」）（
５
）

「
蟾
華
」
は
「
月
華
」
。
「
玉
琴
」
は
月
琴
。
「
四
絃
」
は
月
琴
の
四
本
の
絃
を
指
す
。
月
琴
を
月
と
結
び
つ
け
、
李
商
隠
「
嫦
娥
」
（
６
）

詩
の
末
句
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
山
陽
の
作
詩
の
技
量
が
窺
え
る
が
、
山
陽
が
大
島
秋
琴
の
『
観
生
居
月
琴
詞
譜
』

に
寄
せ
た
題
辞
は
、
ま
さ
に
こ
の
詩
の
末
句
の
「
碧
海
青
天
」
の
四
文
字
を
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
日
の
主
人
役
で
あ
る
南
洞
公
と
は
、
文
人
公
卿
日
野
資
愛
（
一
七
八
〇
～
一
八
四
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
本
姓
は
藤
原
、
字
は
子
博
、

ま
た
南
洞
公
。
皆
川
淇
園
に
つ
い
て
漢
学
を
修
め
、
漢
詩
と
和
歌
を
善
く
し
、
山
陽
や
梁
川
星
巌
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。
彼
は
後
に
、
京

坂
に
清
楽
を
も
た
ら
し
た
亀
齢
軒
斗
遠
の
清
楽
譜
『
花
月
琴
譜
』
の
た
め
に
序
文
を
著
す
が
、
そ
れ
以
前
す
で
に
大
島
松
洲
に
よ
る
清
楽

演
奏
を
聴
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
島
松
洲
（
一
七
九
三
～
一
八
三
二
）、
名
は
彦
集
、
字
は
于
木
、
ま
た
子
成
。
田
邊
楽
斎
、
佐
藤
一
斎
、
桜
田
虎
門
な
ど
に
師
事
し
、

長
崎
を
含
め
四
方
を
遊
歴
し
た
後
、
仙
台
に
戻
っ
て
藩
儒
と
な
っ
た
。
王
学
を
唱
え
、
自
邸
に
て
心
学
書
院
を
開
い
た
。

五
四
八

（14）



と
こ
ろ
で
、
南
洞
公
の
宴
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
後
、
文
政
九
年
の
四
月
に
松
洲
は
仙
台
へ
帰
る
が
、
山
陽
は
そ
の
折
り
に
も
松
洲
の
た

め
に
詩
を
作
っ
て
い
る
。
次
を
見
よ
う
。

西
湖
月
東
海
月

西
湖
の
月
東
海
の
月

一
様
氷
輪
凝
兎
魄

一
様
の
氷
輪
兎
魄
を
凝
ら
す

写
月
為
琴
過
海
来

月
を
写
し
て
琴
と
為
し
海
を
過
り
て
来
た
る

君
伝
指
法
何
清
越

君
の
伝
ふ
る
指
法
何
ぞ
清
越
な
る

鳳
城
月
仙
台
月

鳳
城
の
月
仙
台
の
月

両
地
相
望
有
円
欠

両
地
相
ひ
望
め
ば
円
欠
有
り

月
旦
若
此
人
可
知

月
旦
此
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
人
知
る
べ
し

知
音
寧
無
逢
与
別

知
音
寧 な
ん

ぞ
逢
ふ
と
別
れ
と
無
か
ら
ん
や

唯
有
懐
裡
月
常
円

唯 た

だ
懐 む
ねの
裡 う
ちに

月
の
常
に
円 ま
どか
な
る
あ
り

相
思
弾
向
天
辺
月

相
思
も
て
天
辺
の
月
に
向
け
て
弾
ず

東
海
之
東
月
出
処

東
海
の
東
月
出
づ
る
処

永
夜
挑
摘
送
月
没

永
夜
摘
挑

つ
ま
び

き
て
月
の
没
す
る
を
送
ら
ん

月
影
琴
声
無
寰
瀛

月
影
琴
声
に
寰
瀛
無
し

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
四
九
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況
同
海
内
非
闊
絶

況
や
海
内
を
同
じ
く
し
闊
絶
す
る
に
非
ざ
る
を
や

（「
月
琴
歌
、
送
大
島
于
木
帰
仙
台
。
于
木
遊
碕
、
伝
琴
譜
於
西
客
」）（
７
）

詩
は
い
き
な
り
「
西
湖
月
」
と
「
東
海
月
」
の
対
句
か
ら
始
ま
る
が
、
西
湖
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
中
国
杭
州
の
湖
、
東
海
は
日
本
国
の

異
名
。
「
氷
輪
」
と
「
兎
魄
」
は
い
ず
れ
も
月
の
別
称
。
中
国
と
日
本
を
対
比
さ
せ
、
国
は
違
っ
て
も
空
に
か
か
る
月
は
同
じ
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
続
け
て
、
月
琴
が
中
国
か
ら
海
を
越
え
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
、
松
洲
の
奏
で
る
月
琴
の
音
色
が
甚
だ
清
越
で
あ
る
こ
と

を
記
し
、
今
度
は
「
鳳
城
月
」
と
「
仙
台
月
」
の
対
句
を
用
い
て
、
二
人
の
別
れ
を
詠
う
。
「
月
旦
」
は
旧
暦
の
毎
月
の
一
日
。
天
上
の

月
に
さ
え
満
ち
欠
け
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
人
間
世
界
の
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
と
詠
い
、
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
限
り
、
出
逢
い

も
あ
れ
ば
別
れ
も
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
い
つ
ま
で
も
欠
け
る
こ
と
が
な
い
の
は
心
の
中
の
思
い
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
、
遠
い
仙
台
で
も
京
都
で
見
た
の
と
同
じ
月
を
眺
め
な
が
ら
思
い
を
月
琴
に
託
せ
ば
、
月
光
や
月
琴
音
楽
に
和
漢
の
国
境
が
無

い
よ
う
に
、
二
人
の
友
情
も
決
し
て
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
、
ま
し
て
や
二
人
は
、
国
境
を
隔
て
る
こ
と
も
な
く
、
同
じ
日
本
国
内
に
い

る
の
だ
か
ら
、
と
結
ぶ
。

「
寰
瀛
」
は
境
域
。
俗
に
音
楽
に
国
境
は
な
い
と
言
う
が
、
山
陽
は
こ
こ
で
正
に
中
国
と
日
本
の
国
境
を
越
え
る
も
の
と
し
て
、
月
琴

音
楽
を
提
示
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
山
陽
に
と
っ
て
清
楽
は
、
見
は
て
ぬ
海
の
彼
方
に
存
在
す
る
中
国
へ
、
思
い
を
馳
せ
る
媒
体
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

数
年
後
、
山
陽
は
亀
齢
軒
斗
遠
を
通
し
て
再
び
月
琴
音
楽
に
親
し
む
機
会
を
得
る
が
、
そ
の
間
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
、

五
五
〇
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中
野
三
敏
氏
の
論
考
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
田
能
村
竹
田
と
清
楽

ま
ず
、
田
能
村
竹
田
が
文
政
八
年
正
月
二
日
に
森
仁
里
に
宛
て
た
書
翰
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

月
琴
御
送
り
被
下
候
。
妙
に
出
来
候
。
悴
へ
も
少
々
お
し
へ
被
下
候
よ
し
、
何
れ
是
ハ
罷
出
申
候
而
、
一
曲
承
り
度
相
楽
申
候
。

圭
師
の
秘
曲
ヲ
承
け
不
申
候
ハ
、
か
へ
す
が
へ
す
残
念
御
座
候
。
（
８
）

こ
の
書
翰
を
見
る
限
り
、
ど
う
や
ら
竹
田
は
森
仁
里
か
ら
月
琴
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
長
崎
遊
学
を
終
え
て
江
戸

へ
向
か
う
道
中
に
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
へ
立
ち
寄
っ
た
遠
山
荷
塘
（
僧
一
圭
）
か
ら
、
月
琴
の
秘
曲
の
伝
授
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を
、

竹
田
は
甚
だ
残
念
が
っ
て
い
る
。
月
琴
音
楽
を
修
得
し
た
い
と
願
う
竹
田
の
思
い
が
切
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
竹
田
は
、
頼
山
陽
が
南
洞
公
の
宴
席
に
て
作
っ
た
「
相
公
席
上
、
大
嶋
生
弾
月
琴
。
公
命
詠
之
」
（
既
出
）
の
詩
と
「
九
連
環
詞
」

を
写
し
て
「
九
連
環
帖
」
を
作
り
、
さ
ら
に
「
情
之
相
通
、
如
環
之
無
端
」
と
の
題
辞
を
揮
毫
し
て
い
る
が
（
９
）、
「
九
連
環
詞
」
は
言

う
ま
で
も
な
く
清
楽
曲
「
九
連
環
」
の
歌
詞
、
題
辞
も
「
九
連
環
」
の
内
容
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
（

10）。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
こ
と

は
、
竹
田
の
清
楽
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
文
政
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
竹
田
は
長
崎
に
遊
ぶ
が
、
そ
の
折
り
、
清
客
た
ち
の
船
中
楽
を
見
物
す
る
機
会
を
得
る
。
次

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
五
一
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の
詩
を
見
よ
う
。

丈
余
三
板
舞
軽
淪

丈
余
の
三
板
軽
淪
に
舞
ひ

唱
起
呉

�打
鼓
頻

呉

�を
唱
ひ
起
こ
し
鼓
を
打
つ
こ
と
頻
り
な
り

夜
半

�呀
声
不
絶

夜
半

�呀
声
絶
え
ず

可
憐
同
病
惜
春
人

憐
れ
む
べ
し
同
病
春
を
惜
し
む
の
人
を

〔
自
注
〕
此
日
唐
山
客
数
十
人
、
賀 マ
マ三
板
船
飲
宴
鼓
楽
。

（「
春
尽
日
、
遊
稲
佐
山
作
、
寄
清
客
朱
柳
橋
」
其
五
）（

11）

「
三
板
」
は
近
海
域
や
川
で
使
う
小
舟
。「
軽
淪
」
は
さ
ざ
波
。「
呉

�」
は
蘇
州
の
歌
ま
た
は
崑
曲
を
指
す
。
竹
田
は
稲
佐
山
の
上
か

ら
、
長
崎
湾
に
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
清
客
た
ち
の
「
春
帰
」
の
宴
を
見
物
し
て
い
る
が
、
さ
ざ
波
に
漂
う
船
中
で
唱
わ
れ
て
い
る
の
は
、

清
客
た
ち
の
故
郷
の
歌
で
あ
る
。
そ
れ
が
必
ず
し
も
清
楽
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
清
客
た
ち
が
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
「
ア
イ

ヤ
、
ア
イ
ヤ
」
と
囃
し
言
葉
を
交
え
な
が
ら
、
深
夜
ま
で
賑
や
か
に
音
楽
に
興
じ
る
光
景
を
、
竹
田
は
興
味
深
く
観
察
し
て
い
る
の
で
あ

る
（
図
三
）。

し
か
し
竹
田
は
、
こ
う
し
た
賑
や
か
な
音
楽
よ
り
も
、
ひ
っ
そ
り
と
静
か
に
奏
で
ら
れ
る
清
楽
を
好
ん
だ
よ
う
だ
。
次
を
見
よ
う
。

秋
琴
詞
契
、
再
び
予
を
留
め
、
其
の
如
是
江
山
楼
に
宿
ら
し
む
る
こ
と
累
日
。
晨
夕
清
話
し
、
詩
を
評
し
画
を
品
す
。
詞
契
、
固

よ
り
吹
弾
を
善
く
す
。
月
琴
を
鼓
し
、
洞
簫
を
吹
き
、
幽
趣
甚
だ
適
へ
り
。
風
流
跌
宕
と
し
て
、
日
び
以
て
娯
楽
し
、
身
の
客
中
に

五
五
二

（18）
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在
る
を
知
ら
ず
、
又
た
塵
事
の
碌
碌
た
る
を
知
ら
ず
し
て
、
歳
の
将
に
除
せ
ん
と
す
る
な
り
。

（「
竹
屋
煎
茶
図
」）（

12）

こ
こ
に
登
場
す
る
秋
琴
は
、
前
述
の
大
島
秋
琴
と
は
別
人
で
、
諸
熊
秋
琴
（
一
八
〇
〇
～
一
八
六
六
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
長
崎
の
人

で
、
波
止
場
役
を
勤
め
て
い
た
。
秋
琴
は
字
、
詞
契
は
号
。
竹
田
は
彼
と
と
も
に
詩
画
を
品
評
し
、
風
雅
な
文
人
趣
味
を
満
喫
し
て
い
る

が
、
詞
契
は
清
楽
に
も
長
け
て
お
り
、
彼
の
奏
で
る
月
琴
・
洞
簫
の
音
色
に
、
竹
田
は
自
分
が
旅
人
で
あ
る
こ
と
す
ら
忘
れ
、
い
つ
の
間

に
か
年
を
越
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
竹
田
に
と
っ
て
清
楽
は
、
詩
画
と
同
じ
く
羈
旅
の
寂
し
さ
を
慰
め
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
俗

塵
の
世
界
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
風
流
な
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
長
崎
を
訪
れ
た
竹
田
は
、
清
楽
の
音
色
に
身
を
ひ

た
し
、
中
華
の
音
楽
が
も
た
ら
す
風
雅
で
幽
玄
な
趣
を
享
受
し
た
の
で
あ
る
。

竹
田
は
填
詞
も
得
意
で
あ
っ
た
が
、
前
掲
の
大
島
秋
琴
の
『
詠
阮
詩
録
』
に
は
竹
田
の
次
の
よ
う
な
詞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

長
軫
円
槽
項
屈

長
き
軫
円
き
槽
項
は
屈
し

四
絃
九
柱
音
双

四
絃
九
柱
音
双 な
らび
た
り

何
人
創
出
個
奇
工

何
人

な
ん
ぴ
とか
創
出
せ
る
個
こ

の
奇
工

匹
似
嫦
娥
模
様

嫦
娥
の
模
様
に
匹
似 に

た
り

慢
撚
軽

�調
苦

慢 ゆ
るく
撚 ひ

ね
り
軽
く

�

お

さ
へ
調
は
苦
し
く

風
清
月
白
当
窓

風
清
く
月
白
く
窓
に
当
た
る

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
五
三
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冷
冷
一
脈
暗
泉
通

�
�た

る
一
脈
暗
泉
に
通
じ

相
和
絃
声
幽
咽

相
ひ
和
せ
し
絃
声
幽 か
すか
に
咽 む
せぶ

（『
詠
阮
詩
録
』「
西
江
月
」）

「
軫
」
は
月
琴
の
糸
巻
、「
槽
」
は
胴
、「
項
」
は
棹
の
上
部
の
頸 く
びに
あ
た
る
部
分
、「
柱
」
は
フ
レ
ッ
ト
。
長
い
糸
し
め
に
、
丸
い
胴
、

曲
が
っ
た
棹
頸

さ
お

、
四
本
の
絃
と
九
つ
の
柱
（

13）、
し
か
も
四
本
の
絃
は
二
本
ず
つ
同
音
を
出
す
の
で
「
音
双
」
と
表
現
し
て
い
る
。
ま

ず
こ
こ
ま
で
は
、
月
琴
の
構
造
に
対
す
る
描
写
で
あ
る
。
続
け
て
そ
の
形
と
音
に
つ
い
て
描
写
し
て
い
る
が
、
形
は
月
の
よ
う
に
真
ん
丸

く
、
風
清
月
白
の
夜
に
窓
辺
で
こ
れ
を
弾
け
ば
、
そ
の
音
は

�
�と

深
い
泉
へ
通
じ
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
相
和
す
る
絃
の
切
な
い
音
は

ま
る
で
咽
び
泣
く
か
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
「
暗
泉
」
は
地
下
を
流
れ
る
泉
水
の
こ
と
。
感
情
豊
か
な
詞
の
世
界
に
通
じ
て
い
た
竹
田

に
と
っ
て
、
月
琴
の
音
色
は
幽
玄
の
境
地
へ
と
自
ら
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

四
、
中
島
棕
隠
と
清
楽

中
島
棕
隠
の
詩
に
初
め
て
清
楽
が
登
場
す
る
の
は
、
文
政
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
棕
隠
は
こ
の
年
の
十
二
月
二
十
日
、
前
出
の
大
島
松

洲
及
び
数
人
の
仲
間
と
と
も
に
発
散
会
（
忘
年
会
）
を
開
い
た
。

乙
酉
の
臘
月
廿
日
、
蔽
廬
に
て
溌
散
会
を
作
す
。
嶋
松
洲
・
本
伯
享
は
月
琴
を
弾
じ
、
彼
東
碧
は
胡
琴
を

�

つ
ま
びき
、
元
緑
斎
は
和
す

五
五
四

（20）



る
に
笛
を
以
て
す
。
蓋
し
四
子
、
近
ご
ろ
長
崎
よ
り
都
下
に
来
た
る
。
其
の
曲
は
皆
な
、
清
客
の
親 み
づ
から
授
く
る
所
よ
り
出
づ
。
新
奇

に
し
て
最
も
賞
す
べ
し
。
余
、
固 も
と

よ
り
音
を
解
せ
ざ
る
も
、
漫 み
だり
に
其
の
一
「
鳳
陽
調
」
な
る
も
の
を
取
り
、
蕪
詞
を
填
め
、
以
て

歓
を
抒 の

ぶ
。
家
人
ら
、
絃
に
倚
り
て
之
れ
を
唱
ふ
。
亦
た
一
時
の
快
楽
な
り
。

（
中
島
棕
隠
『
棕
隠
軒
三
集
』
巻
下
）（

14）

こ
れ
は
棕
隠
「
溌
散
会
歌
」
の
序
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
大
島
松
洲
の
外
に
、
本
名
は
わ
か
ら
な
い
が
、
本
伯
享
、
彼
東
碧
、
元
緑
斎

の
三
人
の
長
崎
帰
り
の
文
人
が
集
い
、
月
琴
・
胡
弓
・
笛
の
三
部
合
奏
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
棕
隠
の
家
人
も
一

緒
に
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
か
ら
、
亀
井
昭
陽
宅
の
清
楽
に
も
劣
ら
ぬ
華
や
か
な
宴
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（

15）。
し
か
し
、
亀
井
家

と
異
な
る
の
は
、
主
で
あ
る
棕
隠
そ
の
人
が
、
通
常
の
漢
詩
で
は
な
く
清
楽
曲
「
鳳
陽
調
」
の
替
え
歌
を
作
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次

に
清
楽
曲
の
「
鳳
陽
調
」
と
併
せ
て
棕
隠
の
替
え
歌
を
掲
げ
よ
う
。

這 チ
ェ鳳 ホ
ン陽 ヤ
ン。
那 ナ
ア鳳 ホ
ン陽 ヤ
ン。
鳳 ホ
ン陽 ヤ
ン的 テ

原
是

エ
ン
ヅ
ウ

好
地
方

ハ
ウ
デ
イ
ハ
ン。
朱
宗

チ
ュ
ウ
ツ
ヲ
ン出
了

チ
ュ
リ
ャ
ウ朱
皇
帝

チ
ュ
ウ
ワ
ン
テ
イ。
十
年

シ
ネ
ン

到
有

タ
ウ
ユ
ウ九
年
荒

キ
ウ
ネ
ン
フ
ハ
ン。

（
平
井
連
山
著
『
月
琴
楽
譜
』
亨
部
）（

16）

我
酔
郷

我
が
酔
郷

好
酔
郷

好
き
酔
郷

酔
郷
的
本
是
合
歓
場

酔
郷
的
と
は
本
よ
り
是
れ
合
歓
の
場

東
風
未
至
意
先
暖

東
風
未
だ
至
ら
ず
し
て
意
先 ま

ず
暖
か
な
り

寒
梅
恰
送
一
陣
香

寒
梅
恰 ま
さに
送
る
一
陣
の
香

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
五
五
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（『
棕
隠
軒
三
集
』
巻
下
）

最
初
に
掲
げ
た
の
は
清
楽
曲
の
「
鳳
陽
調
」
で
あ
る
。
棕
隠
は
大
島
松
洲
ら
に
よ
っ
て
長
崎
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
の
歌
を
聴
い
て
、

強
い
興
味
を
覚
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に
掲
げ
た
の
が
棕
隠
に
よ
る
「
鳳
陽
調
」
の
替
え
歌
で
あ
る
が
、
敢
え
て
中
国
俗
曲
の
替
え

歌
を
創
作
す
る
と
こ
ろ
に
、
棕
隠
ら
し
さ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
こ
の
歌
は
、
二
十
四
年
後
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
、
「
己
酉

歳
杪
津
城
客
舎
録
旧
製
月
琴
詞
、
以
為
子
復
大
島
仁
契
」
（
己
酉
の
歳
杪
、
津
城
の
客
舎
に
て
旧
製
の
月
琴
詞
を
録
し
、
以
て
子
復
大
島
仁
契
に
為 あ
た

ふ
）
と
題
し
て
大
島
秋
琴
に
贈
ら
れ
、『
詠
阮
詩
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
棕
隠
に
と
っ
て
も
自
慢
の
一
首
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

棕
隠
の
詩
集
に
は
こ
の
外
に
も
、
清
楽
に
関
係
し
た
詩
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
次
を
見
よ
う
。

仲
容
自
喜
適
豊
肥

仲
容
自
ら
喜
ぶ
豊
肥
に
適
す
る
を

今
日
風
流
事
自
違

今
日
の
風
流
事
自 お
の
づ
から
違
ふ

軽
弄
相
誇
挑
撥
急

軽
弄
し
て
相
ひ
誇
る
挑
撥

つ
ま
びく
こ
と
の
急
な
る
を

争
翻
只
憾
曲
詞
稀

争
ひ
て
翻 ひ

く
も
只
だ
憾
む
曲
詞
の
稀
な
る
を

槽
留
娟
魄
盈
虧
影

槽
は
留
む
娟
魄

つ
き

の
盈
虧

み
ち
か
けの
影 ひ
か
り

柄
帯
繁
星
大
小
徽

柄
は
帯
ぶ
繁
星
大
小
の
徽 ち
ゅ
う

典
午
遺
音
如
可
継

典
午
の
遺
音
如 も

し
継
ぐ
べ
く
ん
ば

馬
蹄
鼠
尾
未
全
非

馬
蹄
鼠
尾
未
だ
全
く
は
非
な
ら
ず

五
五
六
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〔
自
注
〕
独
立
禅
師
、
与
僧
某
書
云
、「
馬
蹄
、
鼠
尾
、
何
足
言
。」
蓋
嘲
清
俗
。
今
用
其
語
。

（『
棕
隠
軒
三
集
』
巻
下
「
題
清
客
弾
月
琴
圖
」）

仲
容
は
竹
林
七
賢
の
一
人
、
字
は
阮
咸
。
彼
は
琵
琶
を
善
く
し
た
が
、
体
が
太
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
の
体
形
に
合
わ
せ
て
、
琵
琶
の

ふ
っ
く
ら
し
た
胴
を
扁
平
な
形
に
改
良
し
た
。
こ
れ
が
阮
咸
と
い
う
楽
器
で
あ
る
。
な
お
月
琴
は
こ
の
阮
咸
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

棕
隠
の
詩
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
意
味
を
伝
え
て
い
る
。

竹
林
の
七
賢
の
時
代
に
阮
咸
（
月
琴
）
は
作
ら
れ
た
が
、
今
日
の
風
流
な
音
楽
は
昔
と
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
軽
や
か
に
つ
ま
弾
き
、

撥
さ
ば
き
の
速
さ
を
誇
り
、
争
う
よ
う
に
し
て
一
曲
一
曲
を
披
露
す
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
曲
目
が
少
な
く
限
り
が
あ
る
。
月
琴
の
胴
は

月
光
を
留
め
、
棹
は
星
々
の
よ
う
な
大
小
の
フ
レ
ッ
ト
を
具
え
て
い
る
。
こ
れ
が
晋
の
時
代
の
遺
音
を
も
し
継
い
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
清
服
（
馬
蹄
袖
）・
辮
髪
（
鼠
尾
）
の
清
客
が
弾
い
て
い
た
と
し
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
完
全
に
否
定
す
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。

こ
の
詩
の
自
注
に
見
え
る
独
立

ど
く
り
ゅ
う禅
師
と
は
、
独
立
性
易
（
一
五
九
六
～
一
六
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
俗
名
は
戴
笠
、
別
号
は
曼
公
。
清

の
順
治
十
年
（
一
六
五
三
）
長
崎
に
亡
命
し
、
翌
年
来
日
し
た
黄
檗
僧
隠
元
禅
師
の
弟
子
と
な
り
、
師
の
布
教
を
助
け
た
。
独
立
性
易
は

明
の
亡
命
者
で
あ
る
ゆ
え
、
僧
某
に
与
え
た
手
紙
の
中
で
清
服
・
辮
髪
の
習
俗
を
嘲
笑
し
た
と
見
ら
れ
る
。
棕
隠
は
清
客
の
絵
を
見
て
詩

を
作
る
に
あ
た
り
、
独
立
性
易
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
詩
か
ら
知
り
得
る
こ
と
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
京
都
に
は
既
に
月
琴
を
弾
く
清
客
の
絵
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
い
は
大
島
松
洲
あ
た
り
が
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
つ
め
は
、
「
只
憾
曲
詞
稀
」
の
一
句
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
詩
が
作
ら

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
五
七
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れ
た
文
政
九
年
当
時
、
京
都
に
伝
わ
っ
た
清
楽
は
ま
だ
曲
目
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
地
で
は
「
茉
莉
花
」

や
「
鳳
陽
調
」
及
び
「
九
連
環
」
を
含
む
代
表
的
な
数
曲
し
か
聴
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
つ
め
は
、
棕
隠
が

清
楽
に
つ
い
て
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
且
つ
そ
の
演
奏
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
才
気
と
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
棕
隠
の
こ
と
ゆ
え
、
「
鳳
陽
調
」
の
替
え
歌
を
作
り
、
月
琴
を
弾
く
清
客
の
絵
を
漢
詩
に
詠
む

だ
け
で
満
足
す
る
は
ず
が
な
い
。
溌
散
会
の
宴
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
ヶ
月
が
経
っ
た
文
政
九
年
四
月
、
仙
台
へ
帰
る
大
島
松
洲
の
た
め
に
、

棕
隠
は
次
の
送
別
詩
を
作
っ
て
い
る
。

嘗
攬
蟾
華
自
玉
京

嘗
て
蟾
華
（
月
琴
）
を
攬 と

る
は
玉
京
（
月
都
）
よ
り
す

霓
裳
而
後
有
新
声

霓
裳
よ
り
後
に
新
声
あ
り

人
間
難
示
真
面
目

人
間

じ
ん
か
ん

示
し
難
し
真
面
目

抂
籍
風
流
顧
曲
名

抂 む
なし
く
籍 か

る
風
流
顧
曲
の
名

才
子
声
詩
伝
清
越

才
子
の
声
詩
清
越
を
伝
ふ

�離
縦
遠
情
何
歇

�離
縦 た
と

ひ
遠
き
も
情
何
ぞ
歇 や

ま
ん

各
天
従
今
抱
此
琴

各
天
今
よ
り
此
の
琴
を
抱
き

切
于
屋
梁
看
落
月

切 ひ
そか
に
屋
梁
に
落
月
を
看
ん

〔
自
注
〕
松
洲
善
月
琴
。
余
曩
学
其
弾
法
。

五
五
八

（24）



（『
棕
隠
軒
三
集
』
巻
下
「
送
大
島
松
洲
還
郷
」）

自
注
に
、
「
松
洲
、
月
琴
を
善
く
す
。
余
、
曩 さ
き

ご
ろ
其
の
弾
法
を
学
ぶ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
棕
隠
は
前
回
の
宴
か
ら

数
ヶ
月
の
う
ち
に
、
松
洲
か
ら
月
琴
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
「
霓
裳
」
は
唐
の
玄
宗
が
夢
に
月
宮
殿
で
天
人
の
舞
楽
を
見
、
こ
れ
に
か
た

ど
っ
て
作
っ
た
と
い
う
「
霓
裳
羽
衣
曲
」。「
顧
曲
」
は
周
瑜
、
彼
が
若
い
頃
よ
り
楽
律
に
詳
し
く
、
演
奏
に
誤
り
が
あ
れ
ば
必
ず
振
り
向

い
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
称
し
た
が
、
後
に
は
音
楽
に
精
通
し
て
い
る
人
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
言
う
ま
で
な
く
大
島
松
洲

を
指
す
。「
声
詩
」
は
音
楽
。「

�離
」
は
そ
む
き
離
れ
る
こ
と
。

棕
隠
が
習
得
し
た
曲
と
そ
の
腕
前
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
知
る
す
べ
が
な
い
が
、
松
洲
が
立
ち
去
っ
た
後
も
、
清
楽
を
愛

好
す
る
棕
隠
の
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
次
を
見
よ
う
。

好
一
朶
花
情
味
淡

好 う
つ
くし
き
一
朶
の
花
情
味
淡
し

粲
然
相
対
当
知
音

粲
然
と
し
て
相
ひ
対
す
れ
ば
知
音
に
当
た
る

撫
存
風
露
何
煩
絮

風
露
を
撫
存
す
れ
ば
何
ぞ
絮
す
る
を
煩 さ
ま
たげ
ん
や

低
按
清
詞

�月
琴

低
く
清
詞
を
按
じ
て
月
琴
を

�

つ
ま
びく

〔
自
注
〕
清
俗
所
用
月
琴
、
有
茉
莉
花
曲
。
其
第
一
詞
云
、「
好
一
朶
茉
莉
花
」

（『
棕
隠
軒
四
集
』
巻
下
「
咏
茉
莉
花
」
十
六
首
・
其
十
二
）

松
洲
が
仙
台
に
帰
っ
て
か
ら
二
年
が
経
つ
文
政
十
一
年
に
、
棕
隠
は
「
咏
茉
莉
花
」
詩
十
六
首
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
の
第
十
二
首
に

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
五
九

（25）



斯
く
の
如
く
、
清
楽
曲
「
茉
莉
花
」
の
首
句
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
な
お
自
注
に
「
清
俗
の
用
ふ
る
所
の
月
琴
に
、
茉
莉
花
の
曲
有
り
。

其
の
第
一
詞
に
『
好 う
つ
くし
き
一
朶
の
茉
莉
花
』
と
云
う
」
と
記
し
て
い
る
。
可
憐
な
茉
莉
花

ジ
ャ
ス
ミ
ンを
知
音
に
見
立
て
て
共
に
語
ら
ん
と
し
、
清
楽

曲
「
茉
莉
花
」
の
歌
詞
を
思
い
浮
べ
な
が
ら
月
琴
を
弾
く
棕
隠
の
酒
脱
な
風
流
心
と
、
清
楽
に
対
す
る
深
い
思
い
が
よ
く
伝
わ
る
一
首
で

あ
る
。五
、
梁
川
星
巌
と
清
楽

梁
川
星
巌
は
文
政
七
年
に
妻
紅
蘭
を
携
え
て
長
崎
へ
下
り
、
そ
こ
で
長
篇
の
七
言
古
詩
「
月
琴
篇
」
を
創
作
し
て
い
る
。
前
掲
徳
田
氏

の
論
文
に
そ
の
大
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
重
複
を
避
け
る
が
、
こ
の
詩
に
お
い
て
星
巌
は
、
月
琴
が
姦
淫
を
媒
介
す

る
具
で
あ
り
風
教
に
有
害
な
も
の
で
あ
る
と
、
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

し
か
し
星
巌
の
詩
に
は
、
清
楽
に
関
係
す
る
詩
句
が
案
外
多
く
、
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
星
巌
は
決
し
て
清
楽
を
毛
嫌
い
し
た
わ
け
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
詩
を
見
よ
う
。

声
同
霖
雨
繁

声
は
霖
雨
の
繁
き
に
同
じ
く

形
似
望
舒
円

形
は
望
舒

も
ち
づ
きの
円 ま
ど

か
な
る
に
似
た
り

春
風
無
限
意

春
風
無
限
の
意
あ
り

五
六
〇

（26）



�李
手
中
弾

�李
手
中
に
弾
ず

（『
詠
阮
詩
録
』
所
収
「
詠
月
琴
」）

こ
れ
は
『
詠
阮
詩
録
』
に
星
巌
の
作
品
と
し
て
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
ら
れ
た
状
況
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
た
め
何
と
も
言

え
な
い
が
、
こ
の
詩
に
お
け
る
「

�李
」
は
後
掲
の
詩
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
く
、
月
琴
を
奏
で
る
美
女
を
指
す
。
も
し
星
巌
が
ま
っ
た

く
の
月
琴
嫌
い
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
詩
を
作
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
次
の
詩
を
見
よ
う
。

闘
曲
荷
蘭
館
下
行

曲
を
闘
は
し
つ
つ
荷
蘭
館
下
を
行
け
ば

呉

�楚
艶
各
新
声

呉

�

楚
艶
各
お
の
新
声
あ
り

夜
深
曲
尽
画
船
散

夜
深
く
曲
尽
き
て
画
船
散
ず

三
十
六
湾
空
月
明

三
十
六
湾
空
し
く
月
明

〔
自
注
〕
梁
元
帝
『
纂
要
』、
呉
歌
曰

�、
楚
歌
曰
艶
。

（
梁
川
星
巌
『
星
巌
乙
集
』
巻
三
『
西
征
集
』
三
「
瓊
浦
雑
詠
」
其
十
一
）

こ
れ
は
「
月
琴
篇
」
と
同
じ
く
文
政
七
年
に
長
崎
で
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
が
、「
楚
艶
」
は
自
注
に
も
あ
る
よ
う
に
「
楚
の
歌
」。
つ
ま

り
こ
こ
で
は
「
呉

�」
と
「
楚
艶
」
を
合
わ
せ
て
中
国
の
歌
、
清
楽
を
指
す
。

続
け
て
、
文
政
九
年
に
南
洞
公
日
野
資
愛
に
和
し
て
作
っ
た
次
の
詩
を
見
よ
う
。

風
前
脈
脈
立
無
言

風
前
脈
脈
立
ち
て
無
言

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
六
一

（27）



云
是
劉
家
侍
妾
魂

云
へ
ら
く
是
れ
劉
家
侍
妾
の
魂
と

但
使
上
他
阿
咸
譜

但 た

だ
他 か

の
阿
咸
の
譜
に
上 の
ぼら
し
む
れ
ば

分
明
怨
恨
曲
中
論

分
明
に
曲
中
の
論
を
怨
恨

う
ら

ま
ん

〔
自
注
〕
杜
甫
。
南
漢
王
劉
鋹
侍
妾
、
名
素
馨
、
其
冢
上
花
特
香
、
因
得
名
。
近
日
都
人
多
弾
阮
咸
。
其
詞
中
有
茉
莉
、
而
無
素

馨
。

（『
星
巌
戊
集
』
巻
二
『
京
甸
集
』「
奉
和
南
洞
公
詠
素
馨
花
二
十
絶
句
。
毎
詩
尾
聯
、
以
唐
句
。
蓋
倣
宋
子
虚
鯨
背
吟
之
体
」
其
五
）

「
素
馨
花
」
は
、
五
代
の
南
漢
王
劉
鋹
の
侍
女
素
馨
に
因
む
花
で
あ
り
（

17）、
茉
莉
花
と
同
じ
く
強
い
香
り
を
帯
び
る
。
「
宋
子
虚
鯨

背
吟
之
体
」
と
は
、
元
の
宋
無
（
朱
晞
顔
）
の
『
鯨
背
吟
集
』
自
序
（

18）
に
あ
る
よ
う
に
、
各
首
の
結
句
に
古
人
の
詩
句
を
そ
の
ま
ま

用
い
る
連
作
詩
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
が
、
星
巌
は
こ
れ
を
模
倣
し
、
杜
甫
「
詠
懐
古
跡
」
第
三
首
の
「
分
明
怨
恨
曲
中
論
」
を
用
い
て
い

る
。
「
阿
咸
」
は
阮
咸
、
つ
ま
り
月
琴
。
星
巌
の
自
注
に
見
え
る
よ
う
に
、
近
ご
ろ
京
都
に
は
月
琴
を
つ
ま
弾
く
者
が
多
く
、
そ
の
歌
に

「
茉
莉
花
」
と
い
う
曲
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
一
月
二
十
日
に
星
巌
は
、
木
村
松
坪
に
誘
わ
れ
た
新
春
の
梅
見
の
宴
に
て
、
月
琴
の
名
手
と
し
て
名

を
馳
せ
た
平
井
連
山
姉
妹
の
清
楽
演
奏
を
聴
き
、
次
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

縞
衣
掩
映
画
裙
紅

縞
衣
は
画
裙
の
紅
に
掩
映
し

春
在
氤

�香
霧
中

春
は
氤

�た
る
香
霧
の
中
に
在
り

五
六
二

（28）



怪
得
花
枝
乍
低
面

怪
し
み
得
ん
や
花
枝
の
乍 た
ち
まち
面
を
低 た

れ

避
他

�李
四
絃
風

他 か

の

�李
の
四
絃
の
風
を
避
く
る
を

〔
自
注
〕
時
連
山
仙
姑
二
女
子
来
摘
月
琴

（『
星
巌
戊
集
』
巻
一
『
玉
池
生
後
集
』
其
一
所
収
「
正
月
念
日
同
松
坪
木
村
君
遊
東
郊
梅
園
」
二
首
・
其
一
）

月
琴
を
つ
ま
弾
く
連
山
姉
妹
の
美
し
さ
に
、
花
も
羞
じ
ら
い
面 か
おを
伏
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
。
連
山
姉
妹
の
容
姿
と
月
琴
の
腕
前
を

賞
賛
す
る
詩
で
は
あ
る
が
、「
月
琴
篇
」
で
示
し
た
よ
う
な
清
楽
へ
の
痛
烈
な
批
判
の
面
影
は
、
片
鱗
す
ら
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

以
上
、
江
戸
文
人
と
清
楽
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
遠
山
荷
塘
、
亀
齢
軒
斗
遠
、
大
島
秋
琴
、
大
島
松
洲
な
ど
長
崎
帰
り
の
文

人
騒
客
に
よ
っ
て
、
長
崎
の
清
楽
は
、
江
戸
、
京
坂
を
は
じ
め
全
国
各
地
へ
と
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
文
人
・
儒
者
の
耳
に
ま
で

届
い
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
文
人
・
儒
者
が
清
楽
に
対
し
て
強
い
興
味
と
関
心
を
抱
き
、
そ
の
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
情
を
楽
し
む
と

と
も
に
、
宴
を
催
し
て
は
興
を
覚
え
、
こ
れ
を
漢
詩
に
詠
ん
だ
。
中
に
は
田
能
村
竹
田
の
よ
う
に
清
楽
の
歌
詞
を
墨
帖
に
仕
立
て
あ
げ
る

者
も
い
れ
ば
、
中
島
棕
隠
の
よ
う
に
清
楽
曲
の
替
え
歌
を
創
作
し
、
し
か
も
自
ら
月
琴
の
奏
法
を
習
得
す
る
者
も
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

未
だ
見
ぬ
中
国
の
風
土
に
対
す
る
強
い
好
奇
心
と
、
風
雅
を
好
み
雅
俗
を
共
に
愛
好
す
る
江
戸
文
人
の
成
熟
し
た
文
学
観
及
び
価
値
観
が

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
六
三

（29）



あ
っ
た
。

し
か
し
江
戸
文
人
と
清
楽
の
関
わ
り
は
長
い
間
、
見
過
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
そ
の
一
端
を
取
り
上
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
ま
す

ま
す
活
発
な
研
究
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

五
六
四

（30）

附
録
『
観
生
居
月
琴
詞
譜
』
及
び
『
近
世
名
家
詠
阮
詩
録
』
所
収
人
物

人
名

（
生
没
年
）

概
略

頼
山
陽

（
一
七
八
一
～
一
八
三
二
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
名
は
襄
、
字
は
子
成
、
通
称
は
久
太
郎
、
別
号
に
三
十
六
峰
外
史
。
大
阪
出
身
。
江
戸
で
尾
藤
二

洲
ら
に
学
び
、
父
春
水
に
つ
い
て
安
芸
広
島
に
移
る
が
、
二
十
一
歳
で
出
奔
、
脱
藩
の
罪
で
自
宅
幽
閉
と
な
る
。
赦
免

の
後
、
京
都
で
開
塾
。
詩
・
書
に
才
能
を
発
揮
。
幽
閉
中
に
起
稿
し
た
『
日
本
外
史
』
は
、
幕
末
の
尊
皇
攘
夷
派
に
強

い
影
響
を
与
え
た
。
著
作
は
他
に
『
日
本
楽
府
』
等
。

斎
藤
拙
堂

（
一
七
七
九
～
一
八
六
五
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
本
姓
は
増
村
、
名
は
正
謙
、
字
は
有
終
、
別
号
に
鉄
研
。
江
戸
出
身
。
昌
平
黌
学
問
所
で
古
賀
精

里
に
学
び
、
文
政
三
年
、
伊
勢
津
藩
校
有
造
館
の
学
職
と
な
り
、
郡
奉
行
な
ど
を
経
て
、
弘
化
元
年
に
藩
校
督
学
に
進

む
。
種
痘
館
の
設
置
に
も
努
め
た
。
著
作
に
『
拙
堂
文
話
』『
海
外
異
伝
』『
救
荒
事
宜
』
等
。

土
井

�牙

（
一
八
一
八
～
一
八
八
〇
）

江
戸
後
期
～
明
治
初
期
の
儒
者
、
名
は
有
恪
、
字
は
士
恭
、
通
称
は
幾
之
助
。
伊
勢
津
藩
儒
医
土
井
橘
窓
の
次
男
。
石

川
竹
厓
・
斎
藤
拙
堂
に
学
び
、
藩
校
有
造
館
の
助
教
・
講
官
を
務
め
、
佐
幕
を
主
張
。

奥
野
小
山

（
一
八
〇
〇
～
一
八
五
八
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
名
は
純
、
字
は
温
夫
、
通
称
は
弥
太
郎
、
別
号
に
寸
碧
楼
。
大
阪
出
身
。
篠

崎
小
竹
に
学
び
、

天

保
の

頃
、

和
泉

伯
太
藩
に

招
か
れ
る
。
後
に
近
江
三
上
藩
に

仕
え
、
大
阪

蔵
屋

敷
留

守
居

役
を
務
め
、
藩
士
の
子

弟
に

教
え
た
。
著
作
に
『
小
山
堂
文
鈔
』『

小
山
堂
詩
鈔
』
等
。



江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
六
五

（31）

江
馬
天
江

（
一
八
二
五
～
一
九
〇
一
）

幕
末
～
明
治
初
期
の
医
師
・
儒
者
、
本
姓
は
下
坂
、
名
は
聖
欽
、
字
は
永
弼
、
通
称
は
俊
吉
。
近
江
出
身
。
淡
海
槐
堂

の
弟
、
江
馬
榴
園
の
養
子
。
緒
方
洪
庵
ら
に
師
事
し
、
詩
文
を
梁
川
星
巌
に
学
ぶ
。
明
治
二
年
太
政
官
吏
官
を
辞
職
し
、

京
都
で
私
塾
を
開
い
た
。
著
作
に
『
賞
心
贅
録
』
等
。

野
田
笛
浦

（
一
七
九
九
～
一
八
五
九
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
名
は
逸
、
字
は
子
明
、
通
称
は
希
一
、
別
号
に
海
紅
園
。
江
戸
で
古
賀
精
里
、
古
賀

�庵
に
学
び
、

丹
後
田
辺
藩
士
を
務
め
る
。
文
政
九
年
に
漂
着
し
た
唐
船
の
清
人
と
筆
談
し
、『
得
泰
船
筆
語
』
を
著
し
て
有
名
に
な
る
。

安
政
四
年
に
家
老
と
な
り
、
藩
政
改
革
に
尽
力
し
た
。
著
作
に
『
海
紅
園
小
稿
』
等
。

田
能
村
直
入

（
一
八
一
四
～
一
九
〇
七
）

江
戸
後
期
～
明
治
初
期
の
南
画
家
、
本
姓
は
三
宮
、
名
は
痴
、
字
は
顧
絶
、
始
め
小
虎
と
号
し
、
後
に
直
入
と
改
む
。

画
を
田
能
村
竹
田
に
学
び
、
業
を
角
田
九
華
の
門
に
受
け
、
詩
を
広
瀬
旭
荘
に
学
ぶ
。
後
、
大
坂
に
出
て
経
史
を
篠
崎

小
竹
・
大
塩
中
斎
に
、
書
を
雪
堂
和
尚
に
、
禅
を
天
柱
禅
師
に
受
く
。
壮
年
よ
り
遊
歴
を
好
み
、
小
虎
時
代
の
画
は
専

ら
明
清
画
を
写
し
て
細
密
精
妙
の
風
を
描
き
、
中
年
以
後
は
自
ら
一
家
の
典
型
を
成
し
た
。
竹
田
没
後
、
そ
の
養
子
を

名
乗
る
。
作
品
は
『
名
花
十
二
客
』
な
ど
が
有
名
、
著
書
に
『
汲
古
山
泉
』『
青
湾
茶
会
図
録
』
等
。

沈
草
亭

（
？
～
？
）

来
舶
清
人
、
名
は

�、
字
は
魚
石
。
蘇
州
出
身
。
詩
書
画
に
長
け
、『
元
明
清
書
画
人
名
録
』
に
名
前
が
見
え
る
。
長
崎

淹
留
中
、
福
済
寺
住
持
唐
僧
大
鵬
和
尚
の
難
病
を
治
癒
し
、
名
医
と
し
て
も
聞
こ
え
た
。
書
は
楷
行
草
い
ず

れ
に
も
妙

を
得
て
お
り
、『
長
崎
名
勝
図
絵
』
に
数
首
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

江
芸
閣

（
？
～
？
）

来
舶
清
人
、
名
は
大

�、
字
は

辛
夷
、
別
号
に

印
定
。
蘇
州
出
身
。
画
人
江

稼
圃
の
弟
。

化
政
期

か
ら
天

保
年

間
に

か

け
て
十

回
以

上
来

航
し
て

お
り
、
詩
書
画
に

秀
で
、

音
楽
に
も
長
け
て
い
た
。
江
戸
後
期
に
来
舶
し
た
清
人
の
中
で

最

も
文
名
の
高
か
っ
た
一
人
で
あ
り
、
長
崎
遊
学
の
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
わ
り
を
結
ん
だ
。

沈
萍
香

（
？
～
？
）

来
舶
清
人
、
名
は
鳳
翔
。
蘇
州
出
身
。
化
政
期
か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て
十
回
以
上
来
航
し
て
お
り
、
詩
書
を
善
く
し
、

音
楽
に
長

じ
た
。
江

芸
閣

ほ
ど
文
名
が

高
く
は
な

か
っ
た
も
の
の
、

や
は
り

多
く
の
文
人

墨
客
と

交
流
し
、

特
に

頼
山

陽
と
親
交
が
あ
っ
た
。



五
六
六

（32）

田
能
村
竹
田

（
一
七
七
七
～
一
八
三
五
）

江
戸
後
期
の
漢
詩
人
、
名
は
孝
憲
、
字
は
君
彝
。
豊
後
岡
藩
医
の
次
男
。
藩
校
由
学
館
の
頭
取
と
な
る
。
藩
内
の
農
民

一
揆
の
際
、
藩
政
改
革
の
建
言
が
容
れ
ら
れ
ず
隠
退
。
絵
を
谷
文
晁
ら
に
学
び
、
繊
細
な
筆
致
の
独
自
の
画
風
を
確
立
。

幕
末
文
人
画
壇
の
代
表
的
作
家
。
頼
山
陽
ら
と
親
交
を
持
ち
、
詩
詞
、
書
に
も
優
れ
た
。
作
品
に
『
亦
復
一
楽
帖
』、
画

論
に
『
山
中
人
饒
舌
』
が
あ
る
。

亀
井
昭
陽

（
一
七
七
三
～
一
八
三
六
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
名
は
昱
、
字
は
元
鳳
、
別
号
に
空
石
、
月
窟
。
亀
井
南
冥
の
長
男
。
寛
永
四
年
家
督
を
継
ぎ
、
筑

前
福
岡
藩
儒
と
な
る
が
、
十
年
に
免
官
。
徂
徠
学
を
基
本
に
朱
子
学
を
取
り
い
れ
て
家
学
を
大
成
。
博
学
で
知
ら
れ
た
。

著
作
に
『
論
語
語
由
述
志
』
等
。

坂
井
虎
山

（
一
七
九
八
～
一
八
五
〇
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
名
は
華
、
字
は
公
実
、
別
号
に
臥
虎
。
安
芸
広
島
藩
儒
坂
井
東
派
の
子
。
父
や
頼
春
水
に
学
び
、

文
政
八
年
に
藩
学
問
所
教
授
と
な
る
。
天
保
八
年
か
ら
江
戸
藩
邸
講
学
所
教
授
と
な
り
、
帰
郷
後
は
家
塾
百
千
堂
を
開

い
た
。
著
作
に
『
杞
憂
策
』『
論
語
講
義
』
等
。

辛
島
塩
井

（
一
七
五
五
～
一
八
三
九
）

江
戸
中
期
～
後
期
の
儒
者
、
名
は
知
雄
、
字
は
伯
彝
。
家
は
代
々
肥
後
熊
本
藩
儒
。
草
野
潜
渓
に
学
び
、
天
明
六
年
藩

校
時
習
館
訓
導
。
寛
政
四
年
江
戸
に
出
て
藩
主
の
侍
講
を
務
め
る
。
享
和
二
年
、
幕
命
に
よ
り
昌
平
黌
で
講
義
を
行
な

う
。
文
政
四
年
時
習
館
教
授
。
著
作
に
『
学
政
或
問
』『
読
周
官
経
説
』
等
。

篠
崎
小
竹

（
一
七
八
一
～
一
八
五
一
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
本
姓
は
加
藤
、
名
は
弼
、
字
は
承
弼
、
別
号
に
畏
堂
、
南
豊
。
大
坂
の
人
。
篠
崎
三
島
に
学
び
、

そ
の
養
子
と
な
る
。
江
戸
で
尾
藤
二
洲
、
古
賀
精
里
に
学
び
、
帰
坂
後
、
家
塾
梅
花
書
屋
を
継
ぐ
。
詩
文
書
に
す
ぐ
れ
、

頼
山
陽
ら
と
交
わ
り
、
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
著
作
に
『
小
竹
斎
文
稿
』
等
。

斎
藤
誠
軒

（
一
八
二
六
～
一
八
七
六
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、

斎
藤

拙
堂
の
長
男
、
名
は
正
格
、
字
は
致
卿
。
父
に
学
び
、
後
に
京
都
・
摂
津
な
ど
に
遊
学
。
伊

勢
津
藩
に
仕
え
、
藩
校
有
造
館
の
督
学
に
進
む
。
著
作
に
『
誠
軒
集
』
等
。

広
瀬
淡
窓

（
一
七
八
二
～
一
八
六
五
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
名
は
建
、
字
は
子
基
、
別
号
に
苓
陽
。
広
瀬
旭
荘
の
兄
。
亀
井
南
冥
・
昭
陽
父
子
に
学
ぶ
。
郷
里

の
豊
後
日
田
に
私
塾
咸
宜
園
を
開
き
、
独
自
の
教
育
法
で
多
数
の
人
材
を
育
て
た
。
門
人
に
大

村
益
次

郎
、

高
野
長

英



江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
六
七

（33）

ら
が
い
る
。
漢
詩
人
と
し
て
も
著
名
。
著
作
に
『
約
言
』『
遠
思
楼
詩
鈔
』
等
。

広
瀬
旭
荘

（
一
八
〇
七
～
一
八
六
三
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
名
は
謙
、
字
は
吉
甫
、
別
号
に
梅

�。
豊
後
日
田
出
身
。
広
瀬
淡
窓
の
弟
。
亀
井
昭
陽
、
菅
茶
山

ら
に
学
ぶ
。
兄
の
私
塾
咸
宜
園
を
運
営
し
た
後
、
各
地
を
歴
遊
。
文
久
元
年
に
帰
郷
し
て
雪
来
館
を
創
立
す
る
が
、
翌

年
摂
津
池
田
に
移
住
す
る
。
漢
詩
人
と
し
て
も
著
名
。
著
作
に
『
梅

�詩
鈔
』『
追
思
録
』
等
。

梁
川
星
巌

（
一
七
八
〇
～
一
八
五
八
）

江
戸
後
期
の
漢
詩
人
、
名
は
卯
、
孟
緯
、
字
は
白
兎
、
公
図
、
別
号
に
詩
禅
。
美
濃
出
身
。
山
本
北
山
に
学
ぶ
。
妻
の

紅
蘭
と
諸
国
を
遊
歴
し
、
江
戸
神
田
に
玉
池
吟
社
を
開
く
。
後
に
京
都
で
梅
田
雲
浜
ら
と
尊
王
攘
夷
運
動
に
加
わ
る
が
、

安
政
の
大
獄
直
前
に
死
去
。
詩
集
に
『
西
征
詩
』
等
。『
星
巌
先
生
遺
稿
』
が
あ
る
。

中
島
棕
隠

（
一
七
七
九
～
一
八
五
五
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
漢
詩
人
、
名
は
徳
規
、
規 ま
ど
か、
字
は
景
寛
、
士
成
、
別
号
に
棕
軒
、
因
果
居
士
、
安
穴
先
生
。
京
都

の
人
。
伴
蒿
蹊
に
国
学
を
、
村
瀬
栲
亭
に
儒
学
を
学
ぶ
。
一
生
仕
官
せ
ず
、
好
事
儒
者
と
自
称
。
和
歌
、
書
、
狂
詩
、

戯
作
に
も
優
れ
た
。
詩
集
に
『
棕
隠
軒
五
集
』『
鴨
東
四
時
雑
詞
』『
金
帚
集
』
等
。

僧
大
含

（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
）

江
戸
後
期
の
僧
、
号
は
鴻
雲
、
雲 う
ん

華
げ

。
真
宗
大
谷
派
。
豊
後
満
徳
寺
に
生
ま
れ
、
豊
前
古
城
の
正
行
寺
の
鳳
嶺
の
養
子

と
な
り
、
住
持
を
つ
ぐ
。
東
本
願
寺
高
倉
学
寮
で
学
び
、
天
保
五
年
に
講
師
を
務
め
る
。
詩
文
、
書
画
を
善
く
し
、
頼

山
陽
、
田
能
村
竹
田
ら
と
交
わ
っ
た
。
著
作
に
「
安
楽
集
聴
記
」『
雲
華
集
』
等
。

小
石
元
瑞

（
一
七
八
四
～
一
八
四
九
）

江
戸
後
期
の

医
師
、
名
は

竜
、
別
号
に

拙
翁
、

�園
。
京
都
出
身
。

小
石
元

俊
の
子
。
江
戸
で
大

槻
玄

沢
、

杉
田

玄
白

ら
に
学
ぶ
。

父
の
私
塾

究
理

堂
を

継
ぎ
、

新
宮

涼
庭
ら
と

共
に
京
都
の

二
大
蘭

方
医
と
い
わ
れ
、
頼
山
陽
、
田
能
村
竹

田
ら
と
も
交
遊
し
た
。
著
作
に
『
東
西
医
説
析
義
』『

薬
性
摘
要
』
等
。

武
富

�南

（
一
八
〇
八
～
一
八
七
五
）

江
戸
後
期
の
漢
学
者
、

佐
賀

藩
儒
、
名
は

定
保
、
字
は
元

謨
、
別
号
に

密
庵
、

碧
梧
楼
、

�翁
。

肥
前

佐
賀

藩
儒

武
富

廉
斎
七

世
の

孫
。

家
学
を

受
け
る
と
と
も
に
、
中
村

嘉
田
に

従
学
。
後
、
江
戸
で
古

賀
精

里
に
学
び
、

弘
化
四
年
に

藩

校
弘

道
館
の

教
官
と
な
る
。

家
は
も
と

豪
商
で
中
国
の
書
画
を

数
多
く

所
蔵
し
、
自
身
も
和
漢
の
学
の

ほ
か
、
書
画

・

音
楽
を
善
く
し
た
。
著
作
に
『
密
庵
詩
文
集
』『

密
庵
文
類
略
抄
』
等
。



五
六
八

（34）

角
田
九
華

（
一
七
八
四
～
一
八
五
六
）

江
戸
後
期
の
儒
者
、
本
姓
は
仲
島
、
名
は
簡
、
字
は
大
可
、
廉
夫
。
角
田
東
水
の
養
子
。
豊
後
岡
藩
士
。
脇
蘭
室
や
大

阪
の
中
井
竹
山
に
学
ぶ
。
藩
に
戻
り
、
藩
校
由
学
館
の
侍
講
を
経
て
教
授
と
な
る
。
著
作
に
『
近
世
叢
語
』『
近
世
鏡
人

録
』
等
。

矢
上
快
雨

（
？
～
？
）

江
戸
後
期
の
漢
学
者
、
名
は
行
、
字
は
子
生
。
阿
波
出
身
。
京
都
三
条
高
倉
西
に
住
す
。
豊
後
日
田
の
広
瀬
淡
窓
の
咸

宜
園
に
学
ん
だ
。
編
著
に
『
宜
園
五
律
集
』『
宜
園
百
家
詩
』
等
。

坂
井
梅
屋

（
一
七
七
四
～
一
八
四
七
）

江
戸
後
期
の
人
、
加
賀
大
聖
寺
藩
士
、
名
は
茂
喬
、
字
は
子
木
。
寛
政
八
年
に
家
督
を
嗣
ぎ
、
天
保
十
一
年
に
学
問
所

会
頭
示
談
相
手
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
学
に
通
じ
、
特
に
詩
を
善
く
し
た
。

僧
霞
山

（
一
七
八
八
～
一
八
七
二
）

江
戸
後
期
の
僧
、
俗
姓
は
市
原
、
字
は
遠
恕
、
法
名
は
日
生
。
土
佐
出
身
。
土
佐
の
日
蓮
宗
宝
蔵
寺
の
住
職
。
後
に
近

江
の
常
昌
寺
に
移
る
。
京
都
で
浦
上
春
琴
に
画
を
、
頼
山
陽
に
詩
文
を
学
ん
だ
。
晩
年
、
美
濃
安
楽
寺
に
入
る
。

大
熊
半
医

（
一
八
〇
六
～
？
）

安
政
頃
の
医
者
・
漢
学
者
、
名
は
寅
、
字
は
子
亮
、
伯
虎
、
別
号
に
克
斎
、
亀
隠
、
秦
川
、
夢
墨
、
膽
庵
。
備
中
の
人
。

大
阪
に
住
み
、
眼
科
医
の
傍
ら
儒
学
も
教
え
た
。
菅
茶
山
、
猪
飼
敬
所
に
詩
文
を
学
ん
だ
。
著
作
に
『
亀
陰
詩
鈔
』
等
。

西
田
津
城

（
？
～
？
）

『
東
瀛
詩
選
』
巻
四
十
四
に
詩
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
端
書
き
に
拠
れ
ば
、
名
は
尚
素
、
字
は
子
元
。
大
阪
の
人
。

蒔
田
雲
処

（
一
八
一
二
～
一
八
六
五
）

江
戸
時
代
後
期
の
画
家
・
書
家
、
名
は
亮
、
字
は
公
弼
。
蒔
田
雁
門
の
子
。
越
前
坂
井
郡
高
柳
村
の
代
官
。
後
に
京
都
・

江
戸
を
遊
歴
し
て
、
書
画
を
業
と
す
る
。
墨
竹
画
を
得
意
と
し
た
。

奥
山
金
陵

（
一
七
九
五
～
一
八
六
七
）

江
戸
時
代
後
期
の
医
師
、
名
は
家
憲
、
字
は
叔

章
、
別
号
に

桃
蔭
、
閑
窩
。
伊
勢
出
身
。
医
術
を
竹
中
文
輔
・
華
岡
青

洲
に
、
儒
学
を
松
本
愚
山
に
、
詩
文
を
広
瀬
旭
荘
に
学
ぶ
。
尊
王
攘
夷
派
の
藤
本
鉄
石
と
親
交
が
あ
り
、
そ
の
天
誅
組

挙
兵
を
助
け
た
。

村
井
漠
所

（
？
～
？
）

『
東
瀛
詩
選
』
巻
四
十
三
に
詩
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
端
書
き
に
拠
れ
ば
、
名
は
常
之
、
字
は
士
教
、
別
号

に
竹
弄
。
伊
勢
山
田
の
人
。



注

（
１
）
徳
田
武
『
江
戸
漢
学
の
世
界
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
。
初
出
は
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
二
二
三
号
『
日
本
文
学
』
（
一
九
八

九
年
三
月
）
所
収
「
遠
山
荷
塘
と
亀
井
昭
陽
」
及
び
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
二
三
二
号
『
日
本
文
学
』（
一
九
九
〇
年
三
月
）
所
収
「
遠
山
荷
塘

と
広
瀬
淡
窓
」

（
２
）
中
野
三
敏
『
江
戸
狂
者
伝
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。
初
出
は
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』（
桜
楓
社
、
一
九
八

九
年
）
所
収
「
亀
齢
軒
斗
遠
の
前
半
生
―
天
保
の
風
流
―
」
及
び
『
文
学
研
究
』（
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
「
亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半

生
―
天
保
の
風
流
―
」

（
３
）
関
西
大
学
附
属
図
書
館
及
び
東
京
都
立
図
書
館
中
山
文
庫
等
に
所
蔵
。
波
多
野
太
郎
『
月
琴
音
楽
史
略
曁
家
蔵
曲
譜
提
要
』
（
『
横
浜
市
立
大
学
紀

要
人
文
科
学
』
第
七
篇
『
中
国
文
学
』
第
七
号
、
横
浜
市
立
大
学
、
一
九
七
六
年
十
月
）
に
私
蔵
版
の
影
印
収
録
。

（
４
）「
伯
牙
善
鼓
琴
、
鐘
子
期
善
聴
。
伯
牙
鼓
琴
、
志
在
高
山
、
鐘
子
期
曰
、
善
哉
、
峨
峨
兮
若
泰
山
。
志
在
流
水
、
鐘
子
期
曰
、
善
哉
、
洋
洋
兮
若
江

河
」（『
列
子
』
湯
問
）

（
５
）
木
崎
愛
吉
・
頼
成
一
共
編
『
頼
山
陽
全
書
』
詩
集
巻
十
八
（
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
、
一
九
三
二
年
）、
五
〇
一
頁
。

（
６
）「
雪
母
屏
風
燭
影
深
、
長
河
漸
落
暁
星
沈
、
嫦
娥
応
悔
偸
霊
薬
、
碧
海
青
天
夜
夜
心
」（
李
商
隠
の
「
嫦
娥
」）

江
戸
文
人
と
清
楽
（
中
尾
）

五
六
九

（35）

隅
田
圭
峰

（
？
～
？
）

幕
末
の
伊
勢
津
市
の
豪
商
、
名
は
立
、
屋
号
は
隅
田
屋
。
文
事
を
好
み
、
詩
書
画
お
よ
び
月
琴
に
長
じ
た
。

※
市
古
貞
次
等
編
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
～
一
九
九
八
年
）、
石
川
洋
『
江
戸
文
人
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）、

上
田

正
昭
等

監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
（

講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
清
・

兪

�撰
『
東

瀛
詩

選
』
（

光
緒
九
年

刊
、

斯
道
文
庫
所
蔵
の
版
本
を

汲
古
書

院
が
一
九
八
一
年
に

影
印
出
版
）
な
ど
に
基
づ
く
。
本
表
に
未
収
録
の
人
物
は
、
そ
の
事
跡
が
未
詳
。



（
７
）『
頼
山
陽
全
書
』
詩
集
巻
十
九
、
五
四
〇
～
五
四
一
頁
。

（
８
）『
田
能
村
竹
田
全
書
』（
書
翰
集
）、
一
三
七
～
一
三
九
頁
。

（
９
）『
田
能
村
竹
田
全
書
』（
文
全
集
・
遺
著
）、
八
三
頁
。

（

10）『
田
能
村
竹
田
全
書
』（
詩
詞
集
）、
一
五
三
頁
。

（

11）『
田
能
村
竹
田
全
書
』（
詩
詞
集
）、
一
八
一
～
一
八
二
頁
。

（

12）「
秋
琴
詞
契
、
再
留
予
、
宿
其
如
是
江
山
楼
者
累
日
。
晨
夕
清
話
、
評
詩
品
画
。
詞
契
固
善
吹
弾
。
鼓
月
琴
、
吹
洞
簫
、
幽
趣
甚
適
。
風
流
跌
宕
、

日
以
娯
楽
、
不
知
身
之
在
客
中
、
又
不
知
塵
事
碌
碌
、
歳
之
将
除
也
」（『
田
能
村
竹
田
全
書
』
文
全
集
・
遺
著
、
八
三
頁
）

（

13）
本
来
、
清
楽
に
用
い
ら
れ
る
月
琴
は
八
柱
で
あ
る
が
、
糸
巻
か
ら
出
た
絃
が
最
初
に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
「
山
口

さ
ん
こ
う

」
（
ナ
ッ
ト
）
も
合
わ
せ
て
、

古
く
は
「
九
柱
」
と
い
っ
た
。

（

14）「
乙
酉
臘
月
廿
日
蔽
廬
作
溌
散
会
。
嶋
松
洲
・
本
伯
享
弾
月
琴
、
彼
東
碧

�胡
琴
、
元
緑
斎
和
以
笛
。
蓋
四
子
近
自
長
崎
来
都
下
。
其
曲
皆
出
于
清

客
之
所
親
授
。
新
奇
最
可
賞
。
余
固
不
解
音
、
漫
取
其
一
鳳
陽
調
者
、
填
蕪
詞
、
以
抒
歓
。
家
人
等
倚
絃
唱
之
、
亦
一
時
之
快
楽
也
」
（
『
詩
集

日

本
漢
詩
』
第
十
二
巻
所
収
）
以
下
、
棕
隠
詩
の
本
文
は
す
べ
て
同
書
に
基
づ
く
。

（

15）
拙
稿
「
亀
井
昭
陽
を
魅
了
し
た
清
楽
」（『
南
腔
北
調
論
集
』、
山
田
敬
三
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

16）
大
阪
群
仙
堂
、
明
治
十
年
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

（

17）『
淵
鑑
類
函
』
巻
四
百
六
、
花
部
二
・
素
馨
二
に
「『
亀
山
志
』
曰
、
昔
劉
鋹
有
侍
女
、
名
素
馨
。
冢
上
生
此
花
、
因
以
得
名
」
と
あ
る
。

（

18）
清
・
顧
嗣
立
『
元
詩
選
』
初
集
巻
三
十
六
所
収
。
『
鯨
背
吟
集
』
自
序
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。「

今
将
所
歴
海
洋
・
山
島
、
与
夫
風
物
所
聞
、

舟
航
所
見
、
各
成
詩
一
首
、
尾
聯
以
古
句
。」

五
七
〇

（36）


